
１ 山口県の交通事故発生状況 （令和６年１０月３１日現在） 
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増   減   数 

 
―１３３ 

  
  ＋１４  

 
―１５９ 

 
＋３９４ 

     

                ＊令和６年中の物損事故件数は概数 

 
２ 交通死亡事故の特徴 ～４０件４０人 （令和６年１０月３１日現在） 
 

  年 齢 層 別         高齢死者が３０人で、前年の高齢者死者数と比較すると１５

人増加で、全死者の７５％を占めている。 

   道 路 形 状 別  交差点における事故で１２人が亡くなられ、前年の同道路形

状と比較すると６人増加しており、直路における事故でも１２

人が亡くなられ、前年の同道路形状と比較すると４人増加して

いる。 

 事 故 類 型 別  車両単独事故で１３人が亡くなられ、前年の同事故類型と比

較すると３人増加しており、横断中歩行者対車両で１０人が亡

くなられ、前年の同事故類型と比較すると５人増加している。 

   ドライバー年齢層別  ６５歳以上の運転手による事故が１９人(75歳以上は1６人)で、

前年の65歳以上の運転手の死者数と比較すると９人増加(７５歳以

上は１２人増加)している。 

※ドライバー事故：第1当事者が原付以上の車両の運転により起きた事故 

 
 


